
昨年度好評につき、
今年度も開催しました！

今年度は、昨年度の6つの体験
（①腹腔鏡 ②看護 ③心肺蘇生
④リハビリ ⑤ドクターカー見学
⑥ロボット手術）から、新たに
2つの体験（⑦調剤 ⑧超音波）
が加わりました！！

嬉しいことに当セミナー
の認知度は高まっており、
今年度は午前の部149名
（募集24名のため抽選）、
午後の部145名（事前申
込）の申し込みがありま
した！

オープニングでは、みな

さんの少し緊張している
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医師が日々の研

鑽で使用してい

るトレーニング

用のシミュレー

ターを使用しま

した

①腹腔鏡体験（ｼﾐｭﾚｰﾀｰ）

鉗子（かんし）を

使用してビーズを

摘まんで移動させ

たり、折り鶴に挑

戦したりと積極的

に挑戦する姿が印

象的でした

①腹腔鏡体験（ﾋﾞｰｽﾞ移動）

②看護体験

医師体験だけではなく、看護体験も充
実しておりました

点滴調整の難しさや重要性を学びまし
た

手指衛生も、一見簡
単そうですが…

正しく行うと意外と
奥が深いです

普段は入れない場所に入ったり、触れないものを触ることができたりした体験
を多数評価していただきました

③心肺蘇生・AED体験

今年も人形を使って実技講習を行いました

スタッフの実演を交えての想定訓練でし

た！

①場所の安全を確認

②緊急通報とAEDを依頼

③呼吸を確認

④胸骨圧迫を開始

⑤AEDを胸に張る（解析）

⑥胸骨圧迫の継続（④～⑥の繰り返し）



「リハビリ」は
様々な種類があ
り、多岐にわた
ります

元の生活が送れ
るよう、患者さ
んの状態に合わ
せて行います

④リハビリ体験 ⑤ドクターカー体験

普段は入れない場所に入ったり、触れないものを触ることができたりした体験
を多数評価していただきました

⑥ロボット手術体験

当院のスタッフも普段なかなか入

る機会のない中央手術室に入って

先端医療を体験しました

実際と同様のPPE（個人防護具）

を着用して、いざ潜入！

建物は古くても、先端医療などの

設備はとても充実しています

今回は以下の体験
を用意しました

・車いす
・松葉づえ
・握力計
・舌圧測定
・輪投げゲーム
・ペグ
・コース立方体
・とろみ茶試飲

こちらもスタッフ実演

の緊張感あふれる想定

訓練の披露があり、現

場のリアルを知ってい

ただけたかと思います

現場に急行した医師・看護師・救急救命

士による見事な連携プレーで「救命の連

鎖」の輪は繋がっていきます



普段は入れない場所に入ったり、触れないものを触ることができたりした体験
を多数評価していただきました

今回は、被験者（当院スタッフ）とシ

ミュレーター（胎児エコー ファント

ム）の２ブースに分かれてそれぞれ体

験していただきました

体験にあたり、超音波検査ゼリーの重

要性についてなど、スタッフからの説

明を真剣に聞いていました

⑦調剤体験（今年度新設）

⑧超音波体験（今年度新設）

駄菓子を薬に見立てて薬集めと分

包（複数の薬を服用するタイミン

グごとに1袋にまとめて包装する

こと）を体験しました

調剤体験で使用した駄菓子は終了

後に貰えるので…我々の予想どお

りの盛況ぶりでした！

薬剤師さんになった気分を味わえ

たと思います

被験者側のブースでは、よりリアルな体

験ができたかと思います

シミュレーター側のブースも、想像以上

にリアルで驚いていた方が多くいました



【体験者について】

【プロモーション方法について】



【各ブースについて】

午前の部の参加者に
修了証を授与しました

多摩永山病院看護部
イメージキャラクター

『エール』



【午前の部について その他の意見・感想（要約）】

今回開催された「ながやまキッズ・セミナー」では、多くのご家族にご参加いただき

ました。参加者の皆さまからは、「どのブースでもスタッフの方々がとても親切で、時

間に追われることなく安心して体験できた」「医師や看護師、薬剤師の皆さんが、子ど

もにも分かりやすく丁寧に教えてくださり感動した」といった声が多く寄せられました。

特にドクターカーや心肺蘇生の体験では、「先生方の素早い行動の大切さを実感し

た」「目の前で救急対応が見られて迫力があった」といった感想が多く、医療現場の緊

張感や使命感を肌で感じる貴重な体験になったようです。また、普段は触れることのな

い医療器具や設備に触れることができ、医療への興味が一層高まったというお子さんも

多く見られました。中には、「将来は多摩永山病院で働きたい」「薬剤師になりたい」

と夢を語るお子さんの姿もあったそうです。

一方で、「看護ブースは高学年にはやや簡単」「ラパロトレーニングは少し難しかっ

た」といった難易度に関するご意見や、「予約完了メールが届かず不安だった」「集合

時間をもう少し早めても良いのでは」といった運営面でのご提案もいただきました。今

後の運営改善の参考にさせていただきます。

全体を通して、「親子で一緒に学べてとても楽しかった」「スタッフの皆さんが明る

く優しく対応してくださり感謝しています」「これまで参加したイベントの中で最も満

足度が高かった」といった声が多く寄せられました。

参加された皆さまにとって、医療を身近に感じ、学びと感動にあふれた一日となった

ことが伝わってきます。ご参加くださった皆さまに心より感謝申し上げます。

【セミナー全体について】



【体験者について】

【プロモーション方法について】



【各ブースについて】



【午後の部について その他の意見・感想（要約）】

参加者アンケート結果

― 医療の現場を身近に感じた貴重な体験の一日 ―
今回の体験イベントには多くのご家族にご参加いただき、アンケートを通じてたくさんのご意見・ご感想
をいただきました。
全体として「とても満足」「大変よい経験になった」との回答が大多数を占め、参加者の満足度が非常に
高い結果となりました。
◆ 満足・感動の声が多数
多くの参加者から、「どのブースの先生方も優しく丁寧に教えてくださった」「本物の医療機器に触れら
れて感動した」「子どもが医療に興味を持つきっかけになった」との声が寄せられました。
特に人気が高かったのは、ドクターカー見学、ロボット手術体験、心肺蘇生、調剤体験、超音波体験など
で、親子で感動したという感想が目立ちました。
「医療従事者の熱意が伝わった」「病院の印象がとても良くなった」といったコメントも多く、地域との
つながりを実感する機会となりました。
◆ 改善へのご意見
一方で、いくつかの改善要望もいただきました。
•予約方法や参加可否の分かりやすさ：「予約なしで参加できるブースが分かりにくかった」「予約枠がす
ぐ埋まってしまった」
•案内や動線：「列の先頭や待機場所が分かりにくい」「ブースごとの所要時間が知りたい」
•運営面：「スタンプラリーの景品を増やしてほしい」「インクが乾きにくい」「高学年・中学生向けの体
験も開催してほしい」
これらのご意見は、今後の運営改善に活かしてまいります。
◆ 次回への期待
「また来年も参加したい」「2日間開催にしてほしい」「次回開催の案内をメールで知らせてほしい」な
ど、次回開催を望む声が非常に多く寄せられました。
イベントを通じて「医療の仕事の大切さ」「人を助けるやりがい」を感じたというお子さんの声も多く、
未来の医療人育成に向けた意義ある取組みとして高い評価をいただきました。
◆ まとめ
今回のアンケートを通じて、参加者の皆さまが「楽しく・学びの多い時間」を過ごされたこと、そして医
療をより身近に感じてくださったことが伝わりました。
多くの温かいご意見に感謝申し上げるとともに、いただいたご要望を参考に、より充実した体験イベント
を目指してまいります。

【セミナー全体について】
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